
新
会
員
代
表
者
紹
介

池

島

政

広

（
い
け
じ
ま

ま
さ
ひ
ろ
）

亜
細
亜
大
学
学
長

十
月

一
日
付
で
池
島
政
広
教
授

が
学
長
に
就
任
し

た
。
任
期
は
二
〇
一
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
三
年

間
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
も
学
長
を
務

め
て
お
り
、
二
度
目
の
就
任
と

な
る
。

池
島
学
長
は
一
九
四
八
年
群
馬
県
前
橋
市
生
ま
れ
。

慶

應
義
塾
大
学
商
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
商
学

研
究
科
で
経
営
学
を
専
攻
（
商
学
博
士
）
。
一
九
七
六

年
に
亜
細
亜
大
学
の
経
営
学
部
専
任
講
師
と

な
り
、

助
教
授
を
経
て
、
一
九
八
五
年
教
授
に
就
任

。
そ
の

後
、
副
学
長
、
大
学
院
ア
ジ
ア
・
国
際
経
営
戦
略
研

究
科
委
員
長
を
歴
任
し
て
い
る
。

学
内

の
教
育
研
究
活
動
に
加
え
、
独
立
行
政
法
人

石
油
天
然

ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
業
務
評
価
委

稲

垣

隆

司

（
い
な
が
き
た
か
し
）

名
古
屋
学
院
大
学

理
事
長

伊
藤
信
義
前
理
事
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
八
月

三
日
付
で
理
事
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
二
〇
一
五

年
八
月
二
日
ま
で
の
三
年
間

。

新
理
事
長
は
一
九
四

五
年
生
ま
れ
。
岐
阜
県
土
岐

市
出
身
。
一
九
六
九
年
岐
阜
薬
科
大
学
厚
生
薬
学
科

卒
業
。
学
生
時
代
に
環
境
衛
生
学
を
学
ん
だ
こ
と
が

環
境
問
題
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
り
、
一
九
七

〇
年
国
立
公

衆
衛
生
院
環
境
衛
生
専
攻
課
程
修
了
。

主

に
河
川
環
境
対
策

を
中

心
と
し
た
水

の
研
究
を
行

う
。
同
年
、
環
境

の
専
門
家
と
し
て
愛

知
県
に
入
庁
。

大
気
行
政
や
藤
前
干
潟
保
全
な
ど
の
環
境
問
題
、
愛

知
万
博
や
中
部
国
際
空
港
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

C
O
P
1
0
（
生
物
多
禅

性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
）

平

成
二

十

五

年

度

就
職
・
採

用

活

動

に

係

る
「

申

合
せ

」
及

び
「
要

請

」
を

と

り

ま

と

め

、
公

表

平

成
二
十
五
年
度
以
降
卒
業

・
修
了

予
定
者
の
就

職

・
採
用

活
動
に
つ

い
て
、
大
学

側
（
就
職
問
題
懇

談
会
）
で
は
「
大
学
、
短
期
大
学
及

び
高
等
専
門
学

校
卒
業

・
修
了
予

定
者
に
係

る
就

職
に
つ
い
て

（
申

合

せ
）
」
を
、
企
業

側

（
社
団

法
人
日
本

経
済

団
体

連
合
会

）
で
は
「
採
用
選
考
に
関
す

る
企
業
の
倫
理

憲
章
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十

五
日
改
定
）
」
を
定
め
、

双
方

が
そ
れ
ぞ
れ
尊
重
に
努
め

る
こ

と
が
十
一
月
一

日
付

で
合

意
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
文

部
科
学
省
で

は
、
学
生
の
就
職

・
採
用
活
動
か
公
平

・
公
正

か
つ

秩

序
あ
る
形

で
行
わ
れ

る
よ
う
、

そ
の
趣
旨
を
周
知

徹

底
す
る
た
め
、
各
大
学
等

へ
の
通
知
を
発
出
し
た
。

学
生
の
就
職

・
採
用
活
動
に
お

い
て
は
、
学
生
の

就
職
機

会
均

等
の
確
保
や
学
校
教

育
を

尊
重
し
た
秩

序
あ
る
形

で
行
う
と

い
う
観

点
か
ら
、「
就
職
協
定
」

が
廃
止
さ
れ
た
平
成
九
年
度
以
降

は
、
大
学
側

（
就

職

問
題
懇
談
会
）
が
「
申
合
せ
」
を
、
企
業
側
が
「
倫

理
憲
章
」
を
そ
れ

ぞ
れ
定

め
、
相

互
に
尊
重
し
て
行



員
会
委
員
長
、
経
済
産
業

省
産
業
構
造

審
議
会
新
成

長
政
策
部
会
経
営

・
知
的
資
産
小
委

員
会

安
員
長
等

の
要
職
に
在
任
中
で
あ
る
。

国
際
教
育
に
力
を
注
い
で
き
た
本
学
に
と

っ
て
、

「
ア
ジ
ア
の
時
代
」
の
到

来
は
大
き
く
飛
躍
す
る
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
。
国
際
社
会

の
動
き
を
に
ら
ん
だ
魅

力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
、
新
た
な
こ
と
に
挑

戦
し
て

い
く
行
動

力
の
あ
る
元
気
な
人
材
を
育
む
教

育
体
制
の
確
立
に
、
池
島
学
長
は
意
欲
を
燃
や
す
。

ま
た
、
大
学
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し

、
戦
略
的
広
報
体
制
を
確
立

し
た

い
と
考
え
て

い
る
。

著
書
に
は

『
戦
略
と
研
究
開
発
の
統
合
メ
カ
ニ
ズ

ム
』（
白
桃
書
房
）
、『
総
合

経
営
力
指
標
「
製
造
業
編
」
』

『
同
「
小
売
業

編
」
』（
共
著
、
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政

策
局
産
業
人
材
政
策
室
）
等
が
あ
る
。
専
門
分
野
は
経

営
戦
略
論
で
、
で
き
る
か

ぎ
り
多
く

の
経
営
者
と
会

っ
て
、
生
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が
モ
ッ
ト

ー
。

中
学
時
代
に
手

に
し
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
夢
中
に

な
り
、
そ
の
後
を
吹
き
続
け
、
大
学
院
修
了
後
、
し

ば
ら
く
三
鷹
市
管
弦
楽
団
に
所
属
す

る
も
、
あ
ま
り

の
忙
し
さ
で
中
断
。
大
好
き
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

聞
き
に
行

く
時
間
も
減

っ
て

い
る
。

の
誘
致
な
ど
を
手

が
け
た
。
環
境
部
長
を
経
て
、
二

〇
〇
六
年
か
ら
四
年
間
愛
知
県
副
知
事

を
務
め
る
。

二
〇
〇
九
年
か
ら
本
法
人
理
事
。
中

央
環
境
審
議
会

（
大
気
環
境
部
会
、
土
壌
農
業
部
会
、
水
環
境
部
会
）
委

員
、
愛
知
県
環
境
審
議
会
委
員
、
豊
橋
市

環
境
審
議

会
会
長
、
財
団
法
人
愛
知
県
消
防
設
備
安
全
協
会
理

事
長
、
愛
知
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
な
ど

を
務
め
て

い
る
。

本
学
が
抱
え
る
課
題
は
少
な
く
な

い
が
、
理
事
長

と
し
て
ま
ず
、
来
春
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す

る
法
学
部
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
を
第
一
に
、
広
大

な
敷
地
を
も
つ
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展

も
ぜ
ひ
成

功
さ
せ
た

い
と
考
え
て

い
る
。
大
学
競
争
の
時
代
に
、

今
ま
で
培
っ
た
幅
広
い
経
験
を
生
か
す
と
と
も
に
、

皆
で
議
論
を
尽
く
し
、
二
〇
一
四
年
度
に
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
る
大
学

の
基
盤
を
磐
石
に
し
、
教
育
・

研

究
・
地
域
貢
献

に
邁
進
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
、
と
語
る
。

趣
味
は
山
歩
き
。
特
に
花

の
美
し

い
山

に
足
が
向

く
。
座
右
の
銘
は
「
一
燈
照
隅
、
万

燈
照
国
」
。
一

人
ひ
と
り
が
自
分

の
役
割
を
懸

命
に
果
た
せ
ば
大
き

な
仕
事

が
で
き
、
そ
れ
が
組
織
に
と
っ
て
最
も
重
要

で
あ
る
と
呼
び
か
け
る
。

う

と

い

う

方

式

が

採

ら

れ

て

い

る

。

先

に

企

業

側

に

お

い

て

、

平

成

二

十

六

年

度

入

社

対

象

の

「

倫

理

憲

章

」

に

つ

い

て

は

、

現

行

の

「

倫

理

憲

章

」

の

見

直

し

を

行

わ

な

い

こ

と

を

表

明

し

て

い

た

。

こ

れ

に

対

し

大

学

側

で

は

、

学

生

の

健

全

な

学

修

環

境

の

確

保

を

目

的

と

し

て

、

足

並

み

を

そ

ろ

え

、

良

識

の

あ

る

対

応

・

行

動

の

徹

底

を

お

願

い

す

る

「

申

合

せ

」

を

平

成

二

十

四

年

十

月

二

十

二

日

に

定

め

た

。

ま

た

、

各

経

済

団

体

、

企

業

団

体

の

採

用

活

動

に

つ

い

て

は

、

い

ま

だ

、

大

学

等

の

学

事

日

程

や

学

生

の

就

職

活

動

に

お

け

る

問

題

点

な

ど

に

対

し

十

分

な

配

慮

が

な

さ

れ

て

い

な

い

と

こ

ろ

が

あ

り

、

協

議

す

べ

き

課

題

が

多

く

残

さ

れ

て

い

る

こ

と

等

、

大

学

等

関

係

団

体

の

就

職

・

採

用

活

動

に

関

す

る

総

意

を

「

要

請

書

」

と

し

て

と

り

ま

と

め

、

大

学

側

（

就

職

問

題

懇

談

会

）

が

企

業

関

係

者

及

び

経

済

・

業

界

団

体

代

表

者

側

に

対

し

、

特

に

理

解

を

求

め

る

事

柄

に

つ

い

て

要

請

を

行

っ

た

。

「

申

合

せ

」

等

の

内

容

に

つ

い

て

は

、

私

大

連

盟

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

（
W
h
a
t
'
s

 
N
e
w

 ：

二

〇

一

二

年

一

一

月

二

日

）

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。
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